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 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.5万分の１地図： 
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栗駒ゲート情報

ガスの様子 

       (感想) 栗駒では常に地図とコンパスを使った。連日

の雨で踏み跡も消え、登山者は私ひとりで心細かった。以前金北山で

も雪と藪の混在した場所で悩まされた。頂上付近の風が強かったら私

も途中撤退していたかもしれない。下山後に駐車場で監視員のお爺さ

んにおにぎりとゆで卵を分けて戴いた。もう一度天気の良い日に来た

いと思った。 

のクラックが気になり途中で引き返し、藪に道を探した。かろうじて

沢筋に道を見つけたが、雪がかぶっているので藪をつかんで沢の土手

に乗っかり踏み抜かないように進んだ。途中で 1408m と明瞭に分る

場所に来て安心したら夏道に出た。後は頂上への稜線が雪で覆われた

が、何とかたどり着けた。帰りはまた藪で道を見失ったが、高度と全

体の位置は把握していたので無事帰れた。 

      今回 2012年春山にトヨタ山岳部が実施した山行をなぞってみた。(ボランティアは今回して

ない) 

五葉山は一度秋に来たことがあり、地元登山者が二宮金次郎(年配者しか知らないか)の様に薪を担いで 9

合目の山荘のストーブ用に上げていたので、次回は薪を担ごうと心に秘めていた所である。晴れれば頂上

付近から大船渡湾が望めるが、雨の為視程 300m ほど。2 日前に山開きの為に 7 合目からの残雪上にもた

くさん踏み跡があったが、雨の為今日は私一人だ。だんだんと雨が本降りとなり、下山時は土砂降りにな

ったので次に予定した遠野の六角牛山に行くのは中止した。 

中尊寺をちら見した後、栗駒山の最短ルートのイワカガミ平に行くと 5時でゲートは閉ざされるようだ。

そこで取り壊し中の「いこいの森」の下にある「ハイルザーム栗駒」で入浴し戻る。風が強くなる中、ガ

スでラーメンを作る。明朝はもう外でガスは使えないと判断して行動食を朝食とした。夜が明けても雨と

風はやまず、7 時近くまで我慢し、雨だけは弱まったので出発することとした。今回私も藪に道をふさが

れ悩まされた。初め東駒コースと思われるあたり(もちろん夏道は見えないし道標も無い)に忠実に進んだ。

東駒コースは幅広い尾根で何度かピークを踏むので難しいと思い、途中から中央コースを目指した。雪庇

 CL: 神戸 

5/1 雨 

5:25大船渡市赤坂峠発 

5:50 ミドルウエア脱ぐ 

6:10 畳石 休憩 

7:10 石楠花荘 休憩 

7:25 五葉山頂上 

8:10 畳石 通過 

8:40 登山口着 

 
↑登山口 ↓畳石 

 

5/2 雨のちガス 

 6:50栗原市ｲﾜｶｶﾞﾐ平発 

 7:50 東栗駒ｺｰｽ分岐後、

1380ｍで引き返す 

 8:00沢筋にｺｰｽ発見 

 8:15中央ｺｰｽ合流 1408 

 8:45栗駒山頂上 

 9:05 1408m 

 9:35 往路見失う 

 10:10 駐車場着 

 
 栗駒頂上 

 

 低山雪山ハイキング(東北の山)  

  
五葉山、  栗駒山 

 

 

 

 

 

2014年 5 月 1日（木） 

5 月 2日（金） 

東北三陸-奥羽 
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五葉山、栗駒山

賽の河原 
中央ｺｰｽ 

赤坂峠 P 712m 

畳石 

しゃくなげ荘 

栗駒山 1626m 

ﾌﾞｯｼｭ 

ｲﾜｶｶﾞﾐ平 P1132ｍ 

五葉山 1340m 

行きは引き返し 

帰りに道失い 


